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 一側下肢に対し 3 種類の随意運動課題を用い、脳磁図と表面筋電図または加速度計によ
り同時記録し、運動課題間の比較を行った。 
背臥位において足関節の持続的背屈運動（課題 1）、母趾の持続的背屈運動（課題 2）、母
趾の反復屈曲伸展運動（課題 3）を一側ずつ実施した。    
脳活動の記録は、306ch 脳磁計を使用した。前脛骨筋（課題 1）と短趾伸筋（課題 2）に
表面筋電図、課題 3 では加速度センサを母趾の指節間関節に装着した。脳磁図および眼球
運動は周波数帯域 0.1Hz-300Hz、筋電図は 5Hz-300Hz、サンプリング 1012Hz で標本化し






を推定し、運動課題 ECD と比較した。 




 運動課題は、すべて 1 課題 10 分以内で実施可能であり、解析対象は 12 運動側であった
（6 名×左右運動側）。 
ECD 推定の達成は、課題から見ると 12 運動側に対し 11（課題 1）、7（課題 2）、10（課
題 3）であった。個別の運動側あたりでは ECD 推定は、3 課題達成 5/12、2 課題達成 6/12、
1 課題達成 1/12 であった。 
2 課題以上で ECD 推定ができた 11 運動側において、運動課題間距離が 15 ㎜未満だった
のは 9 運動側であり、MRI 上、運動対側の一次運動野相当部位に検出された。 
3 課題の ECD 重心と SEF の ECD との距離は、7/11 で 15 ㎜未満だった。 
 
考察 
 3 種類の運動課題は、容易に実施でき、負担の少ない方法である。 
電流源推定が運動実施側の 6 割に及ばない課題 2 に対し、他課題は、8 割以上の推定達成
をしており、一次運動野推定に有用である。 
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両側に対しての計 12 運動に対して、それぞれ 11/12、7/12、10/12 で電流源推定が可能で
あり、9/12 においては 15 ㎜未満に収束していた。電流源推定可能だった 28/36 のうち運動
同側に同定された 2 運動を除いて、26/36 で解剖学的一次運動野が推定されており、複数課
題を併用することで推定精度は上昇していた。簡便な方法であることから、足関節の持続
的背屈運動および一側母趾の反復屈曲伸展運動を併用することにより、下肢一次運動野の
簡便な同定法とすることが可能と結論した。 
  
 
